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1 ．は じめに

　被災者生 活再建支援法 は、1995年 の 阪 神 ・淡路大 震

災 を期 に 、 1998年に 成立 した法律 で ある。 支援法 は、
被災者支援の 法制 度の あ り方 をめ ぐ り 2 度 にわ た っ て 継

続審曦 が行 わ れた 中、短 期間の 審議で 、駆け込み的 に成

立 を見 た 妥 協的な法律で あ っ た。 その た め 、 法案成立 以

前か らす で に様々 な 問題が 指摘され て い る。ま た 、法案

成立当時に は議詮が成熟 しきれ て い なか っ た住宅再建支

援制度 に つ い て は 、支援法 の 附 帯決議 にお い て 5年 後 の

2003年に 見直 しが行わ れる こ とになっ て い る。
　もと もと、被災者支援法制 は、シ ョ ッ キ ン グ な災 害 を

き っ か けに制定されるこ とが多く、常 日頃か ら法制度 の

あ り方が 議 論 され て い る と して も、ア ジ ＝ ン ダ設定 （議

題 設 定）に まで は なか なか た ど りつ か ない とい う性質 を

もつ 。こ こにあげる附 帯 決議 の 見直 し条項 は 、 ま さ に被

災者支援法 制の あ り方 を問い 直す絶好の 機会 で ある。本

稿 にお い て は 、 被災者生 活再建 支援法の 問題点を指掏 し

つ つ 、生 活再 建支援制度の 将来的な ビ ジ ョ ン を提示 し て

い きた い。

2．被災者生活再建支援法の概要

　支援法の 目的は、r自然 災害に よ りそ の 生 活基盤 に 著

しい 被害を受けた 者で あっ て経済的理 由等 に よっ て 自立

して生活 を再 建す る こ とが 困難な もの に 対 し、都道府県
が 相 互 扶 助 の 観点 か ら拠 出 した基金を活用 し て 被災者生

活 再 建 支 援 金 を支給す る た めの 措 置 を定 め る こ と に よ

り、その 自立 した 生活 の 開 始 を支援す る こ と］に あ る （支

援法 第 置条）。そ し て 、こ こ にい う自然 災 害 とは、暴風 、
豪雨 、豪雪 、 洪水 、 高潮、 地震 、 津波、噴火その 他の 異

常 な 自然現象によ り生ずる災害をい う （支援 法 第 2 条 第

1項）。
　支 援 金 の 支給要件 と支援金額は表 1 の 通 りで あ る。住

居 の 全 壊 （焼）又 は半壊 （焼）で 取 り壌 し を した か 、長

期に わたり住宅が使用不 能 にな る こ と に加 えて、以下の

よ うな収入 ・年齢制限があ る 。

表 1 年 齢 ・年収 と支給上 限額 の 関係
tl〕

（注》支給上 限額の金額は複数世帯を、（

は 単身世帯の 支給上 限額を示 す 。

3 ．被災者生活再建支援法 の 問題点

） 内の 金額

（1）発動要件

　被災者支援法制は、自然災害に 起 因す る身体ある い は

財産 の 被害に 対 して 支援を行 う。し か し、自然災害が 起

こ れば当然に支援が行われ る わけで は な い の で あ る。 被

災 者 支援法 制 は、それ ぞれ 支援が 行 わ れ る に 必 要な災害

の 規模が定め られ て い る。 災害救 助法の 発 動 嬰 件は、た

とえ ば、市 町村 で 人 口 5000 人未 満 の 場 合、30 件 の 全壊
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が 必要 と され 、都道 府 県 レベ ル で 1000件 （人 口 亘00 万

人未満）の 全壌が 生 じた場 合は 、 市町 村で 人 口 5000人

未満 の 場合、IS 件の 全壊 が必要 とされ て い る （施行 令

第 1条）。

　被災者 生 活 再 建支援法の発 動要 件は、1 災害救助法

施行 令第 1条第 1項第 1号又は 第 2号の 被害が発生 した

市町村 に お け る自然災害 210 以上の世 帯の住宅が全

壊 した市 町村 に お け る 自然災害　3100 以 上の 世帯の

住宅が全壊 した都道府県における自然災害 （施行令第 1

条） とな っ て い る 。 同様 に、災害弔慰金 の支給及び災害
援 簸 資 金 の 貸 付 け に 関す る法 律

a ，

（以 下、「災 害 弔 意金

等法」 と略す）の 発動要件は、災害救助法に 準拠 して い

る （施 行 令 第 1条 ）。
　被災者生活再建支援法 ・災害弔意金等法に つ い て は、
災害救助法が適用 され る程度の 被害が生じた場合に限 っ

て 発動される ように な っ てい る 。 そ の ため 、 中小規模の

災害が 生 じた 場合に は被災者支援がなされ ない とい う事

態が 生 じて い るe

　被災者支援法制 を見て みると、原則 と して は、小 規模

な災害救済 の 場合、地方公共団体は独自の 消防力で 受 け

持 つ こ と と し、大 規 模 な災害 に 関 して は国 が責任 を も っ

て こ れ に あた る とい う体裁をとっ て い る
Pi。そ して 、災

害 救 助 法 は、一定 の 災害 規模 で の 救援 活 動 を前提 と して

い る の で 、ある程度 の 規模で 自然災害が生 じなければ法

律 が 発動 されない の は納得が い くとこ ろで はある。

　 しか し 、 被災者生活再 建支援法 ・災害弔意金等に 關す

る法律 は被災者個 々 人 に 向け られ た もの で ある 。 したが

っ て 、自然災害ICよ り被害が生 じた場合は災害の 規模 の

如何に 関わ らず、給付が なされなけれ ば ならない
n
。こ

の 問題 の 解決に あ た っ て は、二 っ の バ ーシ ョ ン が 考え ら

れ る。一
つ は、個 々 人 に 向けられて い る被災者支援法制

の 発 動要 件 と災害救助法の発 動要 件 との リン ク付けをな

くす こ とで 、もう
一

っ は、各地方公 共団体の 条例 レ ベ ル

で 、 災害が 小 規模で被災者支援法制 が発動 され ない 場合

で あ っ て も 、 被災者支援法制と同様の 給付を行うように

す る こ とで あ る。ど ち らを選択するか につ い て は、被災

者 の 生活保 障 に関 す る、国 と自治体 との 間の 守備筮 囲 の

問題 とも関わ り合い を もっ こ とにな るであろ う
3｝。

（2）支 援対 象の限 定

　支援法につ い て は、高齢者と低所得者に対象を限定 し

た 上 で支援金を支給 して い る。 しか し、それが 本当 に 咽
っ て い る人」 に支援対象を限定 して い るの かとい えば疑

問が ある。とい うの も、高齢者 で あるから当然に生活困

窮 度 が 高 い とは い な い し、中年層 の 人 た ちの 方 が 子供 も

養 っ て い るの で もっ と大変なの で は ないか とい う指摘が

ある。そ もそ も、年齢と過去 の 収入 だけで 生活の 困窮度

を測 ろ うとい うこ と自体無理 が あ る とい える 。 少 な く と

も、収入 以 外 に も、資産 （マ イ ナス の 資産も含む）や将

来 必 要 とされ る消費につ い て も調査 が必 要で あ ろ う
S，

。

　また、支援法の 適用を受ける には、全壊 （焼）又 は半

壊 （焼）取 り壊 し、あ るい は長 期 に わ た っ て住 宅 の 使 用

不 能 に なる こ とが必要 であ る。半壊 〔焼）取 り壊 し とい

う要 件 で あ るが、支援法の 適用を受 け る には、まず、家

屋を取 り壊 さない 限 りは支援金 は支給 され ない 。とい う

こ とは 、 家屋を取 り壊す こ とが 出来る資力が ない と支援

金が支給されない の で ある。生活 に 困っ てい る ゆえに 支

給 され るは ずな の に、支給され る た め には費用 を要 す る

とい う逆転現象が 起 こ っ て い る
S，。

（3）支援対象の 把握

　支給要件を満たしてい る世帯で あっ たとして も、世帯

構 成員 の す べ て に支援金が 給付 され るわ けで は ない
。

　支援金は 、 支給基準 日を被災時としてお り、 被災時に

おける世帯主に支給され る こ とになっ て い る。そ して 、

支援金 の 申謂期間は 13 ヶ 月 （やむを得ない 場合 は最大

29ヶ 月） となっ て い る
o

。 そ うなる と、 被災 時 と 申請時

との 問に は 時 間差 が 生 じるわ けで、そ の 聞 に世帯構成 に

変化 が起き た場合 には 不都合が起きる。たとえば、夫婦

が離婚 し た とか、子供が結婚す る とか独 立す る とか した

場合、世帯の 分離 が行われ るわ けで あるが、そ の 掲合
一

方 の世 帯 に しか 支援金が給付されない とい う事態が生 じ

て し ま う。
　 こ の 問題 につ き参考になるの が、自立支援金訴訟 控訴

審判決 （大阪高裁 2002年 7月 3 日判決、判時 ISOI号 38

頁）で ある
S｝。判決の 概要は以下の通 りであ る 。 被災者

生活再建支援法を阪神
・淡路大震災の 被災者に対 しで も

同等の 支援を行 うべ く、自立支援金制 度が阪神 ・ 淡 路大

震災復興基金 に よっ て 設立された。自立支援金の 支給要

件と して 、1998年 7 月 1 日の 時点に お い て 、世帯主 が

被災 して い る こ とが要件 と され て お り、震災当時、世帯

主 で あ っ た女性 が 後 に結婚 し世帯主で は なくなっ たた

め、自立 支援金を支給 され ない とい う事態が生 じた 。 そ

こ で 、自立 支援金の 支給を求めて 阪神 ・淡路大震災復興

基金 に対 し、飜えを起 こ した わけ で ある が、こ の 世 帯 主

被災要件 が 公序良俗違反にな り無効で あ ると判断され た

　（結果、女性側 の 勝訴）。 これ も、 被災時と申請時 との

間 に は 時間差が あ り、 そ の 間の 世帯構成の 変化 （こ こ で

は世帯の 合併）に対応が出来なか っ たケ
ー

ス で ある。

　 今後、支援金制度 を設計 す る にあた っ て は、この よ う

な世帯主被災条項 の 是 非を含め、世帯単位で提える とい

う視点か ら個人単位で 捉え るとい う視点 へ の 転換が検酎

されて しか るべ き で ある
‘

 

（4》制度 の 不便さ

　使用 用 途 の 限 定 と手 続の 煩雑さが制度を利用 しにくく

して い る。支援金 の 使 用用 途 は、通 常経費と特 別経費に

分か れ て い る。通常経費として は、  被災世帯の 生活に

通常必 要な物品 （内容は総理府令で 定める）の 購入費又

は 修理 費、  住居の 移転に 通常必要な移転費 （た だ し 

を除 く） が あ る。 特別経費と して は 、   被災世帯の 居住

す る地域又 は被災世 帯に属する者の 特別な事情に よ り当

該世帯の 生 活に必 要な 物品 （内容は総理 府令で定め る）

の 購入費又は 修理費、   被災世帯に属 する者の 住居の 移

転 の た め の 交通 費、  住居を賃借する場合に おける当該

住宅の 借家権の 設定の 対価、   その 自然災害に よっ て負

傷 し、又 は 疾病 にか か っ た者の 医療費に限 定され て い る。
　また、支援金を交付 して もらうには 、 実際に支援金 が

法の 予定 して い る使 用用 途通 りに使われ てい る か をチ ェ

ッ ク す る ために、「通常経費支給申請内駅書亅 「特別 経

費支給申請内駅書 （こ の 場合は 領収 書等の 添付が 必 要）亅

の 提 出 が必 要 で （実際に 物品等を購入 した後は、そ れ ぞ

れ の 経費 に つ い て r使途実績報告書」 の挺出が必 要 とな

る｝
q 、そ れ が 手続の 煩雑さの

一
因にな っ て い る 。

4 ．被災者生活再建支援法の将来的なあり方

（D 法 制 度 の 普遍 化
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　支援法に不 満の あ る人 は 、 上 記 の よ うな、支援金の 適

用対象の 狭 さと制度の 不 便さを指摘して い る。その た め、
2CO3 年 7 月末まで に支援法 の 適用を受けた の は、東海

豪雨 （2000年 ）や 2003年 7 月 に 起 こ っ た熊本県水俣市

で の 土石 流災害など 12 件 で 、こ の うち、自宅 が全 半壊

した世 帯の 約 4 分の 1 しか 支援金 を受け取 っ て い ない と

い う
ts）。そもそも、支援法はどの よ うな法 制度 で あ るべ

きで あ っ た か 。

　当初、国民がイ メ
ージ して い た生活再建支援 の 法制度

は、資産や年齢に関わ りなく支援金 の支給が な され 、 適

用対象 も包括的で 、使用用 途 も特 に 限定され な い とい う

「普遍主義的な1 法制度だっ た の で はな い か。被災者と

して は、イ メ
ージ的には もっ と包括的な支援が なされ る

もの と期待 してい たが、余 りに も支援対象 ・支援 メ ニ ュ

ーが限定 しすぎて い た ため に 、 失 望 感 を生 み 出す もと と

なっ て しま っ た 。 また、生 活 再建 に は、支援金給付の 迅

速性が求め られ、その ため に は 支給 要件の 緩和や支給手

続 の 簡易化が必要 とされ る 。 そ うな る と、これ ま で の 「限

定主義的な」支援法の あ り方 そ の もの か ら見直 さな けれ

ば ならない  

（2）長期的な避難生活に つ い て

　長期的な避難生潛 とい えば、2000 年 9 月 よ り避難生

活が続い て い る三 宅島の 墳火災害 が 顕著な例 で ある e 確

か に、支援金 は支給され た もの の
、 焼 け石 に 水 とい っ た

状態で ある。

　支援法は 、現行の 条文を見 る限 り、「生活 再 建亅 の た

めに あ るの で あっ て、「所 得 保 障 亅 の た め にあ る の で は

ない
M

。 支援金は、あくまで も、生活再建 の た め に用い

られ るべ き で あるの で 、 被災 者 生 活 再建 支援金 を長期的

な避難生 活の つ なぎ資金に用 い る の は間違っ た使用用途

で あ る。 被災者生 活再建支援法 は、一
時的な避難生 活を

終えて、これか ら生活再建だ とい う時期、すなわ ち復興

の 最終段 階に支給 され るこ とを想定 して い る。
　確 か に、被災者 の 避難 生 活 を支 援 す る法制 度 と して 災

害 救助法 が ある
t’，。しか し、災害救助法 は あ くまで も災

害初期 に お け る応 急 的な被 災 者支 援 しか 想 定 して い な

い 。 災害救助法で は、衣 ・食 ・住 に 関 して現物支給とい

う形 で 全般 的な生活保 障 が行 われ るが、金銭 給付 とい う

形 で の所得保障は行われ な い
‘）

。 した が っ て、災害救助

法で は 長期的な避難生活 に 対応 し きれ ない で い る。
こ の

よ うに 、災害救助法 と被災者 生活再 建支援法 との 間に は 、
制度の 狭間が 生 じて い る。
　結局、支援法は 適用対象 と使用 用 途 を限 定 され なが ら

も、い ざ運 用 とい う場 面 に な る と、過剰な期待 が かか っ

て しまい 、本来的に カ バ ーす るは ず で は ない 領域まで負
担 を させ られて い る とい うの が 現状 で ある。
　この よ うな状 況 を受け て 、

「災害保護 亅 とい う概念が

提唱され て い る。災害保護 とい うの は、生 活 保 護 延 違

い 、災害 に よっ て収 入の 道 を 失 っ た人 が避難生 活を続 け

て い る間だ け一定の 継続的な金銭的支給を受ける とい う

制度で ある
m 。また、2003年 5 月 14 日に 、 火 山災害被

災者 の 団体 と超 党派 の 畿員 が合 同 で 衆議院 に 瞎願 を提 出

して い る。 その 内容は、現行 の 支援金 に加 え て、  避難

期聞 中の 支援金の 継 続支給、  避 難 解 除後 の 生 活再建 に

必 要な支 援金 の 給付が必要 だ とし て い る
t’M。長期的な避

難生活 の あ り方 につ い て は、支援法 の 制度を拡張 したり、
新たな制度を創設する とい っ た様 々 なバ ージ ョ ン が 考え

られ る。

（3）住宅再 建支援に つ いて

　被災者生活 再 建支援法 の 附 帯 決 議 に お い て 見直 しが 図

られ る こ とに なっ て い る最大の 議題 は住宅再 建支援で あ

る。「白然災害 か ら国民を守 る国会畿員の 会亅 〔以 下、f災
害 議連亅 と略す）や 「全国知事会亅 に よっ て、提案が な

され て い る 。

　 全国知 事会の 案 は 、住宅再建の た め 都道府 県 が新 た に

300 億円 の 基金 を創設、国の 補助と合わせ支援金を被災

者に支給 す る もの で あ り、今後議論 が 本格化す る 見 込み

の 被災者生活再建支援法改正 に 合わせ 、制度創設 を 国 に

要 望する とい う。 支給額は、最も高額な持ち家の全壊 ・

新築の 場合 で 国の 補助 と合わせ 200 万 円、半壊 ・修理 は

100 万 円 、 賃貸へ入居する場合は 50 万 円な ど とする案

が 浮上 し て い る。住 宅所 有 ・非所 有 に 関 わ らず支 給す る

とい うe 厳 しい 都道府県の 財政状況や運用利串が低 い こ

とを踏まえ、基金の 元 金は 取 り崩 し可 能 にす る との こ と

で ある
Ol ｝

o

　災害議連 の 案 は、全半壊 した 世帯に 対 して、最高 5GO
万 円を支給する。支給額の 算定に つ い て は 、 床面積 ｛1GO

平方メ
ー

トル を上限）に応 じて 支給 が なされ、住宅を再

建 しな い 人 に も、再 建 す る 人 の 2 分の 1 は支給す る。住

宅の 非所有者につ い て は、従前の被災者生活再建支援金

を追加支給 す る方 針 で あ る
t，。

　全国 知事会 ・災害議 連 の 両者 とも、当初 は全 住宅所有

者を対象に した強制加 入 の 共済方式 （＝共助）をとっ て

い たが、加 入 の 強制に つ い て 国民の コ ン セ ン サス が 得ら

れ るの か 、 大規模災害 の 際に も制度を維持で きるの か、
負 担 金 の 徴収事務等を誰が行 うの か とい っ た ハ ードル が

あっ た た め、結局 の と こ ろ、100％の 公 費負担 （＝公 助〉

に よ る住宅 再建支援 に行 き着 い たよ うで ある。共助か ら

公助へ の 方向転換は 妥当で あ る と考え る。
　 こ の ような流れを受け、内閣府 は、2003年 8月 2S 日、
新制 度を創設する こ とを決 め た （実際 は 、被災者生活再

建支援法の 改正 案とい う形 に な っ て い る）。具 体的に は 、

持 ち家が全壊 した場合に 200 万 円、半壊 は 100万 円、賃

貸住宅 の 場 合は 50 万 円 を 上 限 に 支給 す る制度 を検討 し

て お り．全 国知 事 会案 を踏 ま え た 内容 に な っ て い る。支

給額は年収、年齢などに応じて 算定す る 。 ま た、全 国知

事会が 現行 の 生活再建支援金の 支給要件 と対象災害要件

の 緩和 を求めて い る こ とを 踏まえ、支給 対象 も拡 充 を図

る。 火 山噴火災害などで 長期避難を余儀なくされて い る

世帯の 特例 につ い て も検 肘 す る。今 後 も、全 国知 事 会 な

らび に災害議連 の 案との 調整も図る とい う
qm

。

　 とこ ろ で、住 宅 再 建 支援 制 度 の 設 立 の 機運 を生 み 出 し

たの は、阪神 ・淡路大鰻災時に顕著に 表れた 「二重 ロ ー

ン 」 問題で ある。 そもそも、住宅の 再建 とい う問題と被

災に よっ て 全半壊 （焼） した家屋 に 対す る ロ
ー

ンの 返済

の 問題 （r二 重 ロ
ー

ン 問題亅） とは 別 々 に 考える 必要 性

が あ る
Cl’，

。 こ の 二 つ の 問 題 を一
つ の 支 援策で カバーしよ

うとすると、当然そ の 支援策に は 過剰な負担 がか か る こ

とに な ろ うし、被 災 者 政策の 論点 を あ い ま い に して しま

い か ね ない 。

5 ．むすび

　被災者支援法制とい うの は、シ ョ ッ キ ン グな災害事例

を きっ か け と して 、 い わ ば 「場 当た り的 に 亅 制定 され た

法制度の 集 ま りに過ぎず、また、法改正 の 濺論も全体的
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・包括的な ビ ジ ョ ン を欠 いた 法制度に 「対症療法的な亅

措置を施 して い るだ けで はな いの か とい う悲観的な視点

か らの 評 価 も可能で は ある。
　しか し、楽観的な視点か らする と 、 阪神 ・淡路大震災

の 直後 と比 べ れば 、 被災者支援法 制 も確実 に 充実度 が 増

しつ つ あ る こ とも確か で はある。さらに、支援法見直 し

の 動きやこれ まで の 自治体独自の 施策を見て い くと 、 被

災者支援法制の あ り方 に 対す る イ メージ が 少 しず つ で は

ある が 固ま ろ うと してい る 。 いっ て みれ ば、被災者支援

の 「点」 がや っ と r線亅 に な りつ つ あ る 状 況 に ま で 議 論

が 成熟化 され よ うと して きて い る。 本稿は そ の
一

環を見

い だ したもの と位置づ けられよう。
　 こ れか らは、全 体 的 ・包括的な ビ ジ ョ ン に た っ た制度

設 計が求め られ る。そ の 準備作業と して 、フ ォ
ー

マ ル な

制度か らイ ン フ X 一マ ル な施策に 至 る、被災者支援 シ ス

テ ム の 総点検 とい っ た作業が不可欠 となろ うが、そ れ は

今後 の 課題 と した い ．

（付記）本稿は、文部科学省大都市大震災軽減化特別 プ

ロ ジ ェ ク トTV・3 「大 都市大震災にお け る復興 政 策 総 合 評

価シ ス テ ム の 猜築亅 （代表林敏彦）の
一

環 と して 公表 さ

せて 頂い た。 こ の 場をお借りして、当プ ロ ジ ェ ク トの 主

催者の 方々 にお礼を申し上げたい 。

補注

（1｝参考文献 1 の表を筆者 が加工 した。
（2）災害 弔意金等法は、災害 により死 亡 し た者 の 遺族 に 対 して

支給 す る 「災害弔慰金 1、災害に よ り縞神又 は 身体 に 署 しい 障

害 を 受 け た者に 対 して 支給 す る 「災害障害見 郷金亅 及 び 災害 に

よ り被害を受 けた世帯の 世帯主に対 して 貸 し付け る r災割 愛護

資 金 亅の 内容 を定めて い る法律で ある （災害弔 意金等法第 1条 ｝。
（3》災害対策基本法第 3 条第 1項に は、「国は、国土 並 び に 国 民

の 生命、身体及 び財産 を 災害か ら保護する使命を 有する こ とに

か ん が み、組 絏及び 機 能 の す べ て を あげて 防災に 関 し 万 全 の 揩

置 を講 ず る 責務を有す る ．亅 とあ り、国 は防 災に 関す る広範 な

責務が 課 され て い る。他方、地方自治法第 2 条第 3 項第 1号 に

は 、「地 方公 共の秩序を維持し、住民及び 滞 在者の 安全、健 康

及 び 福祉を増進する こ と亅、ならび に同第 8 号 には 、「防犯、防

災、罹 災者の 救護、交通安全の 保持等 を 行 うこ と亅 が 自治体の

役割で あるとされて い る。
  そ う考え ると、支給 額 につ い て 単身 世帯 と複数 世帯 に 分 け

てい るが、2 人世帯 と 6 人世帯の 支給額 が一緒 とい うの もお か

しい 話 で あ る。
（5）朝 日新聞 2003年 8月 23 日 （朝刊）y 面。
（6）自治体独 自の 措置 で はあるが、宮裁県の 浅野史郎知 事が 2003

年 7 月 26 日に宮城 県 北部 で 起こ っ た 地 震で 全 壊 した 住 宅を建

て 直 した被 災者に一律 loe万円を支給す ると発表 した。半壤 の

場 合で も、や むを得ず 建 て 直す場 合は全 簸 とみ な して 100万 円、
補修で 済む場合 は 50 万 円を支給する。地城や所得に よる制 限

は設け て い な い 。朝 口新聞 2003 年 8 月 3 日 （朝刊 ）SU面。
（7｝被災譽 生活再 建支援法の 成立前、1日新進、民主、旧 太陽の

三 野 党は 「阪神 ・淡 路大震災被災者支畏法案 」を提 出 し て お b 、
法 案 の 中 には、生 計継 持 者 の 所 得額 が被 災 時 よ りも 3 分 の 2 未

満 とな D、かつ 合計所得限度額 ｛1 人世帯 で ISO 万円、2 人世

帯 で 270 万 円、3 人世 帯 で 400万円、4 人 世 帯で 妬 0 万 円 ）未

満 とな っ た者の 世帯主 に対 し、最高 200 万 円 「特 別 支 援 金 亅 を

支給す る としてい た。こ の 特別支援金 は、所 得保障的な規 定で

もあ っ た。ただ し、こ の 法案自体は支援法 の 成立 とともに溌案

とな っ た。
（9）災 害救助 法は、「災害に 瞭 し て 、国が 地 方公 共 団 体、日本赤

十字祉その 他 の 団体及び 国民の 協力 の 下 に、応急的 に．必 要 な

救助 を行い 、災害 に かか つ た者の 保護 と社 会の 秩序 の 保全 を図

る こ と」 を 日的 と して い る （災害救駒法第 1 条 ）。また、本法

にお け る救助が、災害 に際 して、食料品 そ の 他生 活 必 需品 の 欠

乏、住居 の 喪失、傷病等 に悩む被 災者 に対 す る応 急的、一時的

な救 助であ り、災害が
一
応終わっ た後 の 災 雹復 IH対策 とは性格

を異 に して い る （参考文献 6 を参照）。 災 害救 助 法 に よ る応急

救助 の 具体的内容は、一
　収容旛殻 （応急仮設 住宅 を含む．）

の 供与 　二　炊出しそ の 飽 による食品の 給 与及び 飲料水 の 供 給

　三 　被服 ．寝具その 他 生活必需品の 給 与 又 は貸与 　四　医 療

及び 助産 五 災害に か か っ た者の 救出 六 災害 に か か っ た

住 宅 の 応急 修 理 　七　生業に必要 な資金、器 具 又 は 資料の 給 与

又 は貸与　八　学用品の 給与　九 　埋葬　十　前各号に 規定す

る もの の 外、命令で 定め る もの 、とされ てい る （災 害救助法第 23

粂第 1項 〕e

（9）朝 日新闘 2002年 2月 3 日 （朝刊）2面 e

（10）朝 日新聞 2003 年 5月 14 口 （夕刊）9 面。
（ID 共 同通信の 報道 （Yahool二 昌

一
ス 2003 年 7 月 IS 日）よ り。

（12）神戸新聞 2003年 8月 29 日 （朝刊） 1面。
（13）被 災者生活再建支援法の 成立前、旧新進、民 主、旧 太陽の

三野 党は 「阪神 ・淡路大震災の被災者等 に係 る国 税関係法律の

臨 時 特 例 に関す る 法律の 」　 ssを改正す る法律案 亅 （通 称 「二重

ロ
ーン 法剰 ）を提出してい た。二重 ロ ーン 法案 は、震災 で持

ち家 が 被災 し、修復な どで 新たな ロ ーン を 抱 え て生 じる 二 重 ロ

P ・ン の 負担 を軽減す る の が 目的 であ っ た。優遇措 臘の 内容 は 

被 災者の ロ ーン 支払額 を軽減 した金融機 関は、軽減 額 を最高

2000 万 円 まで損金扱い で きる  ロ ーン を軽減 され た被 災者 は、

軽減 額の うち最高 2000 万 円ま で所得税 を繰 され ない の 二 点で 、
1997 年 から 2001 年まで 適用 されるとい う内容 で あ っ 齢 ただ

し、審議未了 の まま廃案 となっ た。神戸新聞 1997 年 6月 13 日

　（朝刊）3面 。
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